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野方改善センタ－

※
両
会
場
の
そ
の
他
の
意
見

・
挨
拶
も
し
な
い
職
員
が
い
る
。

・ 

町
政
座
談
会
は
、
何
年
実
施

し
て
い
な
い
か
。
一
般
質
問

で
き
な
い
の
か
。

・ 

花
火
大
会
の
寄
付
を
、
戸
別

に
で
き
な
い
か
。

・ 

弱
者
や
若
い
人
の
意
見
を
聞

い
て
欲
し
い
。

・ 

集
落
内
の
竹
木
が
通
行
上
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
が
、

集
落
内
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
達
で
や
る
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
。

・ 

畜
産
品
評
会
や
競
り
市
場
で
、

い
ろ
ん
な
話
が
で
き
る
の
で
、

議
員
に
参
加
し
て
欲
し
い
。

・ 

議
員
の
一
般
質
問
を
、
一
人

年
２
回
以
上
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
： 

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の「
道

の
駅
」
の
目
的
は
何
か
。

い
つ
、
完
成
す
る
の
か
。

Ａ
： 

休
憩
施
設
、
駐
車
場
、
ト

イ
レ
、
特
産
品
・
日
用
品

販
売
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
地
域
情

報
等
、
完
成
は
11
月
頃
で

高
速
道
は
、
年
末
開
通
予

定
。

Ｑ
： 
出
会
い
の
場
所
を
設
け
て

欲
し
い
。
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
大
崎
町
で
も
実
施
し
て

欲
し
い
。

Ａ
： 

企
画
調
整
課
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

今
後
募
集
す
る
予
定
な
の

で
、
参
加
し
て
欲
し
い
。

Ｑ
： 

野
方
・
上
別
府
地
区
の
農

道
等
が
荒
れ
て
い
る
が
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
こ
の
制
度

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
： 

現
在
、
地
域
の
方
々
か
ら

補
修
の
情
報
を
頂
い
て
お

り
、
現
地
を
見
て
対
応
し

て
い
る
。

Ｑ
： 

大
崎
第
一
中
学
校
の
跡
地

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
： 

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

再
利
用
会
社
が
、
身
障
者

雇
用
対
策
を
含
め
準
備
中

で
あ
る
。

Ｑ
： 

ス
ー
パ
ー
Ａ
Ｚ
が
誘
致
さ

れ
る
話
は
継
続
し
て
い
る

の
か
。

Ａ
： 

議
会
で
本
社
の
阿
久
根
市

で
研
修
を
行
い
、
社
長
に

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
隼

人
支
店
の
経
営
状
況
次
第

で
大
崎
進
出
を
考
え
る
と

の
話
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
進
展
し
て
い
な
い
。

Ｑ
： 

人
口
増
対
策
（
定
住
化
促

進
）
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
： 
大
崎
町
も
年
々
人
口
が
減

少
し
て
お
り
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
町
も
定
住
化

対
策
と
し
て
企
業
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
成

果
が
出
て
い
な
い
。

Ｑ
： 

堆
肥
の
悪
臭
が
ひ
ど
い
。

Ａ
： 

特
に
堆
肥
（
完
熟
）
の
場

合
、
畑
に
散
布
し
た
ら
す

ぐ
、
耕
運
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。
時
々
苦
情

が
あ
り
、
担
当
課
で
現
地

に
出
向
き
指
導
し
て
い
る
。

Ｑ
： 

道
の
駅
が
で
き
る
そ
う
だ

が
、
地
元
農
産
物
の
販
売

は
で
き
な
い
か
。

Ａ
： 

契
約
会
社
が
決
定
さ
れ
た

が
、
地
元
農
産
物
販
売
に

つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
会
社
は
加
工
農

産
物
を
考
え
て
い
る
。


